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活力あふれる 住みよい長崎！
長崎市議会議員

だより
No.79No.79

の
減
免
申
請
実
績
は
、０
件
が
２

市
町
、１
件
な
い
し
２
件
が
３
市
、

15
件
が
１
市
、21
件
が
１
市
と

な
っ
て
い
る
。個
人
住
人
税
の
減
免

の
考
え
方
は
、納
税
者
が
生
活
に

困
窮
し
て
い
る
場
合
や
、公
益
上

減
免
の
必
要
が
あ
る
場
合
な
ど
に

限
ら
れ
て
お
り
、減
免
が
必
要
で

あ
る
場
合
は
税
負
担
の
公
平
性
の

観
点
か
ら
、減
免
を
行
う
こ
と
が

相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
程
度

の
強
い
公
益
性
公
益
性
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　現
時
点
で
は
長
期
外
航
勤
務
に

従
事
す
る
船
員
等
の
減
免
措
置

は
、難
し
い
状
況
に
あ
る
が
、今
後

と
も
国
の
動
向
や
他
の
自
治
体
の

状
況
等
を
注
視
し
な
が
ら
、引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
協
議
会
単

位
で
の
結
成
・
作
成
を
提
案
す
る

な
ど
、働
き
か
け
に
努
め
て
い
く
。

質
問：長
期
外
航
勤
務
に
従
事
す

る
船
員
の
個
人
住
民
税
の
減
免
の

見
解
は
？

回
答：
船
員
に
対
す
る
個
人
住
民

税
の
減
免
は
、令
和
７
年
度
か
ら

減
免
を
実
施
し
た
１
自
治
体
を
加

え
、現
在
、全
国
８
つ
の
自
治
体
の

条
例
に
基
づ
き
、年
間
を
通
じ
て

６
カ
月
を
超
え
る
勤
務
に
従
事
す

る
船
員
等
を
対
象
に
、個
人
住
民

税
均
等
割
額
の
２
分
の
１
を
減
免

し
て
い
る
。仮
に
長
崎
市
の
均
等

割
額
を
２
分
の
１
減
免
し
た
場

合
、市
・
県
民
税
合
わ
せ
て
１
人
あ

た
り
２
，３
０
０
円
が
減
免
額
と

な
る
。

　令
和
６
年
度
中
の
７
自
治
体
へ

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
現
在
の
達
成
率

は
、目
標
の
50
件
中
39
件
の
78
％

に
達
し
て
い
る
。次
年
度
に
向
け

て
、昨
年
度
策
定
し
た「
人
事
戦
略
」

や「
第
２
期
行
政
経
営
プ
ラ
ン
」な

ど
の
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
る
。

質
問：平
和
公
園
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
再
配
置
に
お
け
る
、ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場
の
検
討
状
況
は
？

回
答：
長
崎
県
が
進
め
て
い
る
長

崎
南
北
幹
線
道
路
は
、令
和
７
年

６
月
に
国
か
ら
事
業
認
可
を
得

て
、令
和
18
年
度
完
成
を
目
指
し
、

現
在
、用
地
取
得
に
向
け
た
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
再
配
置
は
利
用
者
の
方

が
各
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
継
続
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
進
め
て
行
く
。

　中
部
下
水
処
理
場
跡
の
建
物
解

体
完
了
後（
令
和
９
年
度
予
定
）、令

気
運
醸
成
を
図
る！

気
運
醸
成
を
図
る！

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。表
紙
の
写
真
は
11
月

25
日
本
会
議
終
了
後
、Ｖ
・
フ
ァ
ー

レ
ン
長
崎
の
Ｊ
１
昇
格
を
願
い
気

運
醸
成
を
図
ろ
う
と
、オ
ー
ル
長

崎
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
賛
同
し
、市

議
会
議
員
と
理
事
者
全
員
で
Ｖ
・

フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
の
応
援
Ｔ
シ
ャ
ツ

を
着
用
し
気
勢
を
あ
げ
た
。

　11
月
29
日
Ｖ・フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎

は
徳
島
と
１
対
１
で
引
き
分
け
、２

位
で
８
年
振
り
の
Ｊ
１
昇
格
を
決

め
、パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
や
テ

レ
ビ
な
ど
で
熱
戦
を
見
守
っ
た
、多
く

の
サ
ポ
ー
タ
ー
・
市
民
ら
は
歓
喜
に

沸
い
た
。Ｊ
１
昇
格
お
め
で
と
う
！

今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
す
る
！

質
問：重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗

状
況
は
？

回
答：
重
点
Ｐ
／
Ｊ
は
人
口
減
少

対
策
を
目
的
に
、令
和
６
年
度
か

ら
令
和
８
年
度
ま
で「
経
済
再
生
」

「
少
子
化
対
策
」「
新
市
役
所
創
造
」

を
集
中
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　経
済
再
生
は
、第
５
次
総
合
計

画
に
お
け
る
目
標
で
あ
る
企
業
立

地
件
数
17
件
、企
業
誘
致
に
伴
う

新
規
雇
用
者
数
１
，７
９
１
人
に

対
し
、令
和
６
年
度
ま
で
の
実
績

は
22
件
、９
９
３
人
と
な
っ
て
い

る
。引
き
続
き
、基
幹
産
業
の
発
展

や
成
長
産
業
の
集
積
を
見
据
え

た
、企
業
誘
致
に
取
組
み
、人
材
確

保
に
向
け
て
力
を
入
れ
る
。

　少
子
化
対
策
は
、第
２
期
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に

お
い
て「
婚
姻
数
」や「
出
生
数｣

を

目
標
に
掲
げ
、出
会
い
の
場
の
創

出
や
相
談
な
ど
の
新
た
な
取
組
み

を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、第
二
子
以

降
の
保
育
料
無
償
化
で
１
，９
３
３

人
、小
中
学
校
給
食
費
の
物
価
高
騰

分
の
公
費
負
担
で
約
２
５
，５
０
０

人
に
支
援
を
行
い
、子
育
て
家
庭

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
た
。

　新
市
役
所
創
造
で
は
、市
役
所

を
担
う
人
づ
く
り
の
視
点
か
ら
、

人
材
獲
得
な
ど
の
取
組
み
を
進
め

て
い
る
。時
代
に
あ
っ
た
市
役
所

経
営
の
視
点
か
ら
、公
金
支
払
方

法
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
推
進
な

ど
図
っ
て
い
る
。行
政
手
続
き
の

和
10
年
度
以
降
に
４
０
０
ｍ
の
陸
上

練
習
ト
ラ
ッ
ク
を
中
部
下
水
処
理

場
跡
に
確
保
、令
和
12
年
度
以
降
、

現
在
の
陸
上
競
技
場
の
場
所
に

プ
ー
ル
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　市
営
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
は
、柿

泊
町
の
長
崎
市
総
合
運
動
公
園
の

運
動
広
場
に
移
す
こ
と
が
必
要
と

な
る
。ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
移
転
後

に
弓
道
場
等
の
場
所
を
移
す
こ
と

に
な
る
た
め
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

移
転
の
た
め
の
設
計
を
早
期
に
行

う
。移
転
後
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
の

機
能
や
規
模
等
は
、現
地
立
会
を

行
い
、現
在
、照
明
設
備
や
観
客
席

な
ど
の
機
能
に
つ
い
て
協
議
調
整

を
進
め
て
い
る
。

質
問：地
域
に
お
け
る
関
係
団
体

と
連
携
し
た（
防
災
組
織
の
結
成・

防
災
マ
ッ
プ
）地
域
防
災
力
の
向

上
に
つ
い
て
、今
後
の
取
り
組
み
の

方
向
性
は
？

回
答：
自
主
防
災
組
織
の
結
成
促

進
は
、令
和
７
年
11
月
末
現
在
、結

成
組
織
数
は
６
３
０
組
織
で
あ
り
、

活
動
カ
バ
ー
率
は
72
％
と
な
っ
て

い
る
。地
域
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
状

況
は
、令
和
７
年
４
月
１
日
現
在

９
６
８
あ
る
自
治
会
の
う
ち
、本
年

11
月
末
時
点
で
５
９
０
の
自
治
会

に
お
い
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。今

後
の
取
組
み
は
、連
合
自
治
会
や

Ｊ１昇格の気運醸成を図った！（11月25日 本会議終了後）

要
旨

一
般
質
問（
要
旨
）

質
問：学
校
施
設
の
プ
ー
ル
の
統

廃
合
や
利
活
用
の
検
討
状
況
は
？

回
答
：
長
崎
市
の
学
校
施
設
は
、

そ
の
半
数
以
上
が
築
40
年
以
上
経

過
し
て
お
り
、全
体
的
な
老
朽
化

が
著
し
い
状
況
に
あ
る
。プ
ー
ル
の

解
体
計
画
は
、検
討
を
行
っ
た
が
、

そ
の
解
体
費
用
は
１
箇
所
あ
た
り

概
算
で
２
，５
０
０
万
円
か
ら
３
，

０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。現

在
、プ
ー
ル
を
使
用
し
て
い
な
い

学
校
35
校
の
合
計
で
は
８
億
７
，

５
０
０
万
円
か
ら
10
億
５
，０
０
０

万
円
程
度
が
必
要
で
あ
る
。一
方

で
、プ
ー
ル
単
独
の
解
体
は
、国
庫

補
助
の
対
象
外
と
な
る
た
め
、全

額
一
般
財
源
で
対
応
せ
ざ
る
を
得

な
い
。

　プ
ー
ル
の
解
体
等
は
、将
来
的

な
水
泳
授
業
の
実
施
方
法
、民
間

施
設
の
活
用
可
能
性
等
を
総
合
的

に
勘
案
し
、慎
重
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
、具
体
的
な
解
体

計
画
の
策
定
に
至
っ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。今
後
、中
長
期
的

な
計
画
に
基
づ
き
進
め
て
い
る
学

校
の
改
修
等
に
、プ
ー
ル
の
解
体
を

盛
り
込
む
な
ど
の
手
法
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、統
廃
合
計
画
の
進

捗
や
消
防
水
利
と
し
て
の
活
用
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、施
設
ご
と

の
方
向
性
に
つ
い
て
個
別
に
検
討

を
行
っ
て
行
く
。

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

▼
長
崎
市
議
会
の
議
員
定
数
は
、
平
成
23
年
改

選
時
よ
り
人
口
１
万
１
０
０
０
人
に
対
し
議
員

１
人
と
の
考
え
の
も
と
40
名
と
設
定
さ
れ
て
い

る
。当
時
約
44
万
人
で
あ
っ
た
長
崎
市
の
人
口

は
、
令
和
７
年
８
月
現
在
で
約
38
万
人
と
減
少

し
、
令
和
17
年
に
は
約
34
・
２
万
人
と
予
測
さ

れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
中
、地
域
特
性
や
削
減

数
、チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
低
下
な
ど
の
影
響
を
考
慮

し
つ
つ
、現
在
の
人
口
約
１
万
人
に
対
し
議
員
１

人
と
い
う
割
合
を
用
い
、
現
行
40
人
の
議
員
定

数
を
令
和
９
年
の
改
選
時
か
ら
36
人
へ
削
減
す

る
条
例
改
正
を
、賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

２
０
２
６
年
干
支
の
置
物「
午（
馬
）」

　こ
の
干
支
の
置
物
は「
午（
馬
）」は
、
雲
仙
市

小
浜
町
の「
よ
ろ
こ
び
の
里
」の
皆
さ
ん
が
制
作

し
た
作
品
で
す
。干
支
の
午（
馬
）の
特
徴
は
、
陽

気
で
派
手
好
き
、
人
と
の
付
き
合
い
が
古
い
動

物
で
、
人
の
役
に
立
ち
人

間
も
馬
も
大
事
に
扱
っ

て
い
ま
す
。短
所
は
、
反

抗
的
・
落
ち
着
き
が
な

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、陽
気
で
華
や
か
な
長

所
を
活
か
し
て
元
気
で

明
る
い
一
年
と
な
る
こ

と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

長崎市議会議員

自　宅　長崎市大浜町408
　　　　☎090-4483-0892
生　活　長崎市水の浦町1-1
相談室　☎070-4488-3038
http://inoueshigehisa.net/

ご相談はお気軽に！

井上重久ホームページはこちらから

◆
基
金
積
立
金 …

…
…
…
…
…
…

28
億
６
，９
１
５
万
１
千
円

　九
州
新
幹
線
西
九

州
ル
ー
ト
農
業
用
渇

水
対
策
施
設
の
維
持

管
理
に
要
す
る
経
費

と
し
て
、
(独)
鉄
道
建

設
・
運
輸
施
設
整
備

支
援
機
構
九
州
新
幹

線
建
設
局
か
ら
補
償

金
が
支
払
わ
れ
る
た

め
、
当
該
補
償
金
を

積
み
立
て
る
も
の
。

◆
国
・
県
支
出
金
等
返
還
金…

…
…
…

14
億
１
，０
２
６
万
円

　過
年
度
事
業
の
確
定
等
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
返
還
金
。

◆
一
般
会
計
債
務
負
担
行
為

　指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
管
理
運
営
に
係
る
も
の
。

　設
定
期
間
：
令
和
８
年
度
〜
令
和
12
年
度
（
５
年
間
）

長崎くんち榎津町川船
（10月7日　庭先回り）

市指定無形民俗文化財竹ン芸
（10月15日　若宮稲荷神社）

福田中学校津波避難訓練
（11月4日　福田天満宮）

長崎市戦没者追悼式
（11月1日　平和会館ホール）

ながさきエコライフ・フェスタ2025
（11月23日　長崎水辺の森公園）

 ながさき自治振興推進大会
（12月6日　市民会館文化ホール）

南部市民センター

総
務
委
員
会
報
告
要
旨（
12
月
４
日
〜
12
月
８
日
）

総
務
委
員
会
報
告
要
旨（
12
月
４
日
〜
12
月
８
日
）

活
動
の
備
忘
録

活
動
の
備
忘
録

活
動
の
備
忘
録
10
月
〜
12
月

　
　
　
　
事
業
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
正
額

南
部
市
民
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理 

６
，９
７
０
万
５
千
円

日
見
地
区
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
指
定
管
理 

４
，８
５
７
万
５
千
円

茂
木
地
区
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
指
定
管
理 

４
，７
７
９
万
円

野
母
崎
樺
島
地
区
ふ
れ
あ
い

　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理 
４
，６
７
５
万
５
千
円

出
津
地
区
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
指
定
管
理 

４
，５
８
６
万
１
千
円



の
減
免
申
請
実
績
は
、０
件
が
２

市
町
、１
件
な
い
し
２
件
が
３
市
、

15
件
が
１
市
、21
件
が
１
市
と

な
っ
て
い
る
。個
人
住
人
税
の
減
免

の
考
え
方
は
、納
税
者
が
生
活
に

困
窮
し
て
い
る
場
合
や
、公
益
上

減
免
の
必
要
が
あ
る
場
合
な
ど
に

限
ら
れ
て
お
り
、減
免
が
必
要
で

あ
る
場
合
は
税
負
担
の
公
平
性
の

観
点
か
ら
、減
免
を
行
う
こ
と
が

相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
程
度

の
強
い
公
益
性
公
益
性
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　現
時
点
で
は
長
期
外
航
勤
務
に

従
事
す
る
船
員
等
の
減
免
措
置

は
、難
し
い
状
況
に
あ
る
が
、今
後

と
も
国
の
動
向
や
他
の
自
治
体
の

状
況
等
を
注
視
し
な
が
ら
、引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
協
議
会
単

位
で
の
結
成
・
作
成
を
提
案
す
る

な
ど
、働
き
か
け
に
努
め
て
い
く
。

質
問：長
期
外
航
勤
務
に
従
事
す

る
船
員
の
個
人
住
民
税
の
減
免
の

見
解
は
？

回
答：
船
員
に
対
す
る
個
人
住
民

税
の
減
免
は
、令
和
７
年
度
か
ら

減
免
を
実
施
し
た
１
自
治
体
を
加

え
、現
在
、全
国
８
つ
の
自
治
体
の

条
例
に
基
づ
き
、年
間
を
通
じ
て

６
カ
月
を
超
え
る
勤
務
に
従
事
す

る
船
員
等
を
対
象
に
、個
人
住
民

税
均
等
割
額
の
２
分
の
１
を
減
免

し
て
い
る
。仮
に
長
崎
市
の
均
等

割
額
を
２
分
の
１
減
免
し
た
場

合
、市
・
県
民
税
合
わ
せ
て
１
人
あ

た
り
２
，３
０
０
円
が
減
免
額
と

な
る
。

　令
和
６
年
度
中
の
７
自
治
体
へ

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
現
在
の
達
成
率

は
、目
標
の
50
件
中
39
件
の
78
％

に
達
し
て
い
る
。次
年
度
に
向
け

て
、昨
年
度
策
定
し
た「
人
事
戦
略
」

や「
第
２
期
行
政
経
営
プ
ラ
ン
」な

ど
の
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
る
。

質
問：平
和
公
園
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
再
配
置
に
お
け
る
、ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場
の
検
討
状
況
は
？

回
答：
長
崎
県
が
進
め
て
い
る
長

崎
南
北
幹
線
道
路
は
、令
和
７
年

６
月
に
国
か
ら
事
業
認
可
を
得

て
、令
和
18
年
度
完
成
を
目
指
し
、

現
在
、用
地
取
得
に
向
け
た
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
再
配
置
は
利
用
者
の
方

が
各
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
継
続
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
進
め
て
行
く
。

　中
部
下
水
処
理
場
跡
の
建
物
解

体
完
了
後（
令
和
９
年
度
予
定
）、令

長崎港内 旭町崖壁

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。表
紙
の
写
真
は
11
月

25
日
本
会
議
終
了
後
、Ｖ
・
フ
ァ
ー

レ
ン
長
崎
の
Ｊ
１
昇
格
を
願
い
気

運
醸
成
を
図
ろ
う
と
、オ
ー
ル
長

崎
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
賛
同
し
、市

議
会
議
員
と
理
事
者
全
員
で
Ｖ
・

フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
の
応
援
Ｔ
シ
ャ
ツ

を
着
用
し
気
勢
を
あ
げ
た
。

　11
月
29
日
Ｖ・フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎

は
徳
島
と
１
対
１
で
引
き
分
け
、２

位
で
８
年
振
り
の
Ｊ
１
昇
格
を
決

め
、パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
や
テ

レ
ビ
な
ど
で
熱
戦
を
見
守
っ
た
、多
く

の
サ
ポ
ー
タ
ー
・
市
民
ら
は
歓
喜
に

沸
い
た
。Ｊ
１
昇
格
お
め
で
と
う
！

今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
す
る
！

質
問：重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗

状
況
は
？

回
答：
重
点
Ｐ
／
Ｊ
は
人
口
減
少

対
策
を
目
的
に
、令
和
６
年
度
か

ら
令
和
８
年
度
ま
で「
経
済
再
生
」

「
少
子
化
対
策
」「
新
市
役
所
創
造
」

を
集
中
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　経
済
再
生
は
、第
５
次
総
合
計

画
に
お
け
る
目
標
で
あ
る
企
業
立

地
件
数
17
件
、企
業
誘
致
に
伴
う

新
規
雇
用
者
数
１
，７
９
１
人
に

対
し
、令
和
６
年
度
ま
で
の
実
績

は
22
件
、９
９
３
人
と
な
っ
て
い

る
。引
き
続
き
、基
幹
産
業
の
発
展

や
成
長
産
業
の
集
積
を
見
据
え

た
、企
業
誘
致
に
取
組
み
、人
材
確

保
に
向
け
て
力
を
入
れ
る
。

　少
子
化
対
策
は
、第
２
期
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に

お
い
て「
婚
姻
数
」や「
出
生
数｣

を

目
標
に
掲
げ
、出
会
い
の
場
の
創

出
や
相
談
な
ど
の
新
た
な
取
組
み

を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、第
二
子
以

降
の
保
育
料
無
償
化
で
１
，９
３
３

人
、小
中
学
校
給
食
費
の
物
価
高
騰

分
の
公
費
負
担
で
約
２
５
，５
０
０

人
に
支
援
を
行
い
、子
育
て
家
庭

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
た
。

　新
市
役
所
創
造
で
は
、市
役
所

を
担
う
人
づ
く
り
の
視
点
か
ら
、

人
材
獲
得
な
ど
の
取
組
み
を
進
め

て
い
る
。時
代
に
あ
っ
た
市
役
所

経
営
の
視
点
か
ら
、公
金
支
払
方

法
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
推
進
な

ど
図
っ
て
い
る
。行
政
手
続
き
の

市政を質す！（12月1日 本会議）

和
10
年
度
以
降
に
４
０
０
ｍ
の
陸
上

練
習
ト
ラ
ッ
ク
を
中
部
下
水
処
理

場
跡
に
確
保
、令
和
12
年
度
以
降
、

現
在
の
陸
上
競
技
場
の
場
所
に

プ
ー
ル
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　市
営
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
は
、柿

泊
町
の
長
崎
市
総
合
運
動
公
園
の

運
動
広
場
に
移
す
こ
と
が
必
要
と

な
る
。ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
移
転
後

に
弓
道
場
等
の
場
所
を
移
す
こ
と

に
な
る
た
め
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

移
転
の
た
め
の
設
計
を
早
期
に
行

う
。移
転
後
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
の

機
能
や
規
模
等
は
、現
地
立
会
を

行
い
、現
在
、照
明
設
備
や
観
客
席

な
ど
の
機
能
に
つ
い
て
協
議
調
整

を
進
め
て
い
る
。

質
問：地
域
に
お
け
る
関
係
団
体

と
連
携
し
た（
防
災
組
織
の
結
成・

防
災
マ
ッ
プ
）地
域
防
災
力
の
向

上
に
つ
い
て
、今
後
の
取
り
組
み
の

方
向
性
は
？

回
答：
自
主
防
災
組
織
の
結
成
促

進
は
、令
和
７
年
11
月
末
現
在
、結

成
組
織
数
は
６
３
０
組
織
で
あ
り
、

活
動
カ
バ
ー
率
は
72
％
と
な
っ
て

い
る
。地
域
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
状

況
は
、令
和
７
年
４
月
１
日
現
在

９
６
８
あ
る
自
治
会
の
う
ち
、本
年

11
月
末
時
点
で
５
９
０
の
自
治
会

に
お
い
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。今

後
の
取
組
み
は
、連
合
自
治
会
や

質
問：学
校
施
設
の
プ
ー
ル
の
統

廃
合
や
利
活
用
の
検
討
状
況
は
？

回
答
：
長
崎
市
の
学
校
施
設
は
、

そ
の
半
数
以
上
が
築
40
年
以
上
経

過
し
て
お
り
、全
体
的
な
老
朽
化

が
著
し
い
状
況
に
あ
る
。プ
ー
ル
の

解
体
計
画
は
、検
討
を
行
っ
た
が
、

そ
の
解
体
費
用
は
１
箇
所
あ
た
り

概
算
で
２
，５
０
０
万
円
か
ら
３
，

０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。現

在
、プ
ー
ル
を
使
用
し
て
い
な
い

学
校
35
校
の
合
計
で
は
８
億
７
，

５
０
０
万
円
か
ら
10
億
５
，０
０
０

万
円
程
度
が
必
要
で
あ
る
。一
方

で
、プ
ー
ル
単
独
の
解
体
は
、国
庫

補
助
の
対
象
外
と
な
る
た
め
、全

額
一
般
財
源
で
対
応
せ
ざ
る
を
得

な
い
。

　プ
ー
ル
の
解
体
等
は
、将
来
的

な
水
泳
授
業
の
実
施
方
法
、民
間

施
設
の
活
用
可
能
性
等
を
総
合
的

に
勘
案
し
、慎
重
に
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
、具
体
的
な
解
体

計
画
の
策
定
に
至
っ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。今
後
、中
長
期
的

な
計
画
に
基
づ
き
進
め
て
い
る
学

校
の
改
修
等
に
、プ
ー
ル
の
解
体
を

盛
り
込
む
な
ど
の
手
法
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、統
廃
合
計
画
の
進

捗
や
消
防
水
利
と
し
て
の
活
用
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、施
設
ご
と

の
方
向
性
に
つ
い
て
個
別
に
検
討

を
行
っ
て
行
く
。

福田中学校防災訓練

　
長
崎
市
議
会
令
和
７
年
第
５
回
定
例
会（
11
月
議
会
）は
、
11
月
25

日
に
開
会
し
12
月
12
日
ま
で
の
18
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
。補

正
予
算（
第
４
号
）は
、施
策
の
推
進
に
係
る
も
の
５
億
４
，９
３
７
万

９
千
円
、基
金
積
立
金
に
係
る
も
の
28
億
６
，９
１
５
万
１
千
円
、そ

の
他
14
億
１
，１
６
８
万
３
千
円
、12
月
12
日
に
上
程
さ
れ
た
人
事
院

勧
告
に
基
づ
き
国
家
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
う
、
補
正
予
算
（
第
５
号
）
給
与
改
定
に
係
る
も
の
１
億

１
，３
２
４
万
１
千
円
な
ど
一
般
会
計
補
正
予
算
総
額
49
億
４
，３
４
５

万
４
千
円
。国
民
健
康
保
険
事
業
２
億
４
，
９
８
９
万
２
千
円
、
中
央

卸
売
市
場
事
業
１
９
４
万
４
千
円
、介
護
保
険
事
業
８
億
３
，０
４
４

万
１
千
円
な
ど
、特
別
会
計
補
正
予
算
に
11
億
２
，４
３
３
万
１
千
円

を
可
決
し
た
。

　
条
例
改
正
は
、
森
林
火
災
の
予
防
の
実
効
性
を
高
め
る
林
野
火
災

に
関
す
る
注
意
が
設
け
ら
れ
る
長
崎
市
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
な
ど
。公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
長
崎
市

茂
木
地
区
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
等
８
地
区
）、
工
事
の
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て（
琴
海
中
学
校
改
築
管
工
事
等
）、（
仮
称
）長
崎
市
南
部

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
運
営
事
業
に
係
る
契
約
の
一
部
変
更
な
ど
。

決
算
14
件
、条
例
10
件
、予
算
13
件
、そ
の
他
17
件
、報
告
５
件
、議
員

提
出
議
案
２
件（
議
員
定
数
、付
帯
決
議
）を
可
決
・
同
意
し
た
。

　
併
せ
て
、
長
崎
み
な
と
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
許
可
病
床

数
等
を
変
更
す
る
こ
と
に
伴
う
地
方
独
立
行
政
法
人
長
崎
市
立
病
院

機
構
第
４
期
中
期
計
画
の
変
更
の
認
可
に
つ
い
て
、セ
ン
タ
ー
の
経
費

節
減
、経
営
安
定
化
、構
造
改
革
の
執
行
状
況
な
ど
、今
後
、定
例
会

ご
と
議
会
に
報
告
す
る
よ
う
求
め
、付
帯
決
議
を
採
択
し
た
。

市民参加舞台「或る長崎の灯り～三つの小作品～」
（11月8日（土）～9日（日） ベネックス長崎ブリックホール）

第73回長崎市民音楽祭
（10月19日 ベネックス長崎ブリックホール）

一般会計補正予算49億4,345万4千円、61の議案を可決・同意！一般会計補正予算49億4,345万4千円、61の議案を可決・同意！
令和７年第５回定例会(11月議会)開催！

主
な
補
正
予
算

主
な
補
正
予
算

◆
妊
婦
支
援
給
付
事
業
費
給
付
金

…

３
，
６
６
５
万
円

　
　妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
に

お
い
て
、
流
産
等
で
あ
っ
て
も

胎
児
心
拍
が
確
認
さ
れ
て
い
れ

ば
給
付
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
給
付
金
に
不
足
が
生

じ
る
見
込
み
で
あ
る
た
め
、
不

足
額
を
補
正
す
る
も
の
。

◆
認
可
外
保
育
施
設
第
２
子
以
降

保
育
料
無
償
化
給
付
費

…

９
７
５
万
４
千
円

　
　認
可
外
保
育
施
設
を
利
用
す

る
世
帯
を
対
象
と
し
た
第
２
子

以
降
保
育
料
無
償
化
給
付
費
に

つ
い
て
、
過
年
度
分
の
請
求
に

要
す
る
経
費
等
に
不
足
が
生
じ

る
見
込
み
の
た
め
、
不
足
額
を

補
正
す
る
も
の
。

◆
稲
佐
山
公
園
整
備
費

…

７
０
０
万
円

　
　令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
稲

佐
山
公
園
展
望
台
駐
車
場
の
使

用
料
を
改
定
す
る
こ
と
に
伴

い
、
９
月
議
会
に
お
い
て
駐
車

場
カ
ー
ゲ
ー
ト
更
新
に
係
る
費

用
に
つ
い
て
可
決
さ
れ
た
が
、

９
月
議
会
時
の
機
器
の
仕
様
か

ら
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
た
め

補
正
す
る
も
の
。

◆
高
齢
者
等
帯
状
疱
疹
予
防
接
種
費

…

２
，
５
７
９
万
１
千
円

　
　接
種
者
数
が
当
初
の
見
込
み

を
上
回
る
こ
と
に
よ
り
、
予
防

接
種
に
係
る
委
託
料
等
を
増
額

す
る
も
の
。

◆
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

　
　サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
当
初
の

見
込
み
を
上
回
っ
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
不
足
す
る
給
付
費
を

増
額
す
る
も
の
。

 

・
介
護
給
付
金

…

６
，
０
７
８
万
４
千
円

 

・
訓
練
等
給
付
金

　…

３
億
７
，
１
６
０
万
７
千
円

な
が
さ
き
ピ
ー
ス
文
化
祭
２
０
２
５

な
が
さ
き
ピ
ー
ス
文
化
祭
２
０
２
５

９
月
14
日（
日
）〜
11
月
30
日（
日
）

　「
文
化
を
み
ん
な
に
」を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
78
日
間
開
催
さ

れ
た
文
化
祭
、
実
行
委
員
会
及

び
県
主
催
事
業
な
ど
37
事
業
で

合
計
７
９
， ５
１
０
人（
来
場
者

速
報
値
）が
来
場
し
閉
会
し
た
。


